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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生システム用のキットであって、
　　エアロゾル発生装置と、適合する、簡単に圧縮されるが弾力性のあるマウスピースカ
バーと、を備え、前記装置が
　　　エアロゾル形成基質を含むか、または受容するように構成されたハウジングと、
　　　前記ハウジング内に形成された出口であって、使用時に前記エアロゾル形成基質か
ら生成されたエアロゾルが前記出口を通して送達される、出口とを備える装置であり、
　　前記ハウジングが、開放された環状の窪みが第一の壁と第二の壁との間に画定される
ように、前記出口を囲む前記第一の壁と、前記第一の壁を囲む前記第二の壁を備え、前記
環状の窪みが前記適合するマウスピースカバーを前記ハウジングに保持するのに適してお
り、
　　前記適合するマウスピースカバーが前記環状の窪みに嵌合するように構成された管状
セクションを含み、使用時に、エアロゾルを前記出口を通して前記マウスピースカバーを
通過してユーザーの口内に送達するよう構成され、
　　前記エアロゾル発生装置が、喫煙装置であり、複数回の喫煙セッション用に十分なエ
アロゾル形成基質を収容し、前記エアロゾル発生装置が、さらに、前記環状の窪みに受容
されたときに前記適合するマウスピースカバーを掴むように、前記第二の壁内の溝に受容
される弾力性Ｏリングまたはコイルばねの形態である締め付け機構と、スライド可能なカ
ラーが前記Ｏリングまたは前記コイルばねを圧縮しない第一の位置と前記スライド可能な
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カラーが前記Ｏリングまたは前記コイルばねを圧縮する第二の位置との間で移動可能であ
る前記スライド可能なカラーとを含み、前記スライド可能なカラーは前記Ｏリングまたは
前記コイルばねの周りに提供され、前記キットが複数のマウスピースカバーを含む、エア
ロゾル発生システム用のキット。
【請求項２】
　前記マウスピースカバーの前記管状セクションが、前記環状の窪み内にスライドするよ
うに構成された、請求項1に記載のキット。 
【請求項３】
　前記環状の窪みが、前記マウスピースカバーが前記窪みに係合されたときに、前記マウ
スピースカバーの前記管状セクションが、前記第一の壁と前記第二の壁との間で放射状に
圧縮されるような寸法にされる、請求項1または2に記載のキット。
【請求項４】
　前記マウスピースカバーが、前記管状セクションに連結されたフィルター部分を備え、
前記フィルター部分が前記管状セクションの穴を覆う、請求項1又は2に記載のキット。
【請求項５】
　前記取り外し可能なマウスピースカバーが、酢酸セルロースから形成され、紙の層で覆
われる、請求項1又は2に記載のキット。
【請求項６】
　エアロゾル発生システム用のキットであって、
　　エアロゾル形成基質を収容するハウジングと、前記ハウジング内に形成された出口で
あって、使用時に前記エアロゾル形成基質から生成されたエアロゾルが前記出口を通して
送達される、出口とを有するエアロゾル発生システム用の消耗品カートリッジと、
　　複数の適合する、簡単に圧縮されるが弾力性のあるマウスピースカバーと、を含み、
前記適合するマウスピースカバーがそれぞれ管状セクションと管状セクションに連結され
たフィルター部分を備え、前記フィルター部分が前記管状セクションの穴を覆い、
　　前記ハウジングが、開放された環状の窪みが第一の壁と第二の壁との間に画定される
ように、前記出口を囲む前記第一の壁と、前記第一の壁を囲む前記第二の壁を備え、前記
環状の窪みが前記複数の適合するマウスピースカバーを前記ハウジングに保持するのに適
しており、
　　前記カートリッジが、さらに、前記環状の窪みに受容されたときに前記適合するマウ
スピースカバーを掴むように、前記第二の壁内の溝に受容される弾力性Ｏリングまたはコ
イルばねの形態である締め付け機構と、スライド可能なカラーが前記Ｏリングまたは前記
コイルばねを圧縮しない第一の位置と前記スライド可能なカラーが前記Ｏリングまたは前
記コイルばねを圧縮する第二の位置との間で移動可能である前記スライド可能なカラーと
を含み、前記スライド可能なカラーは前記Ｏリングまたは前記コイルばねの周りに提供さ
れる、エアロゾル発生システム用のキット。
【請求項７】
　前記エアロゾル発生システムが喫煙システムである、請求項6に記載のキット。
【請求項８】
　エアロゾル発生システム用のキットであって、
　　エアロゾル発生装置と、適合する、簡単に圧縮されるが弾力性のあるマウスピースカ
バーとを備え、前記装置が
　　　エアロゾル形成基質を含むか、または受容するように構成されたハウジングと、
　　　前記ハウジング内に形成された出口であって、使用時に前記エアロゾル形成基質か
ら生成されたエアロゾルが前記出口を通して送達される出口と、を備える装置であり、
　　前記ハウジングが、開放された環状の窪みが第一の壁と第二の壁との間に画定される
ように、前記出口を囲む前記第一の壁と前記第一の壁を囲む前記第二の壁とを備え、前記
環状の窪みが前記適合するマウスピースカバーを前記ハウジングに保持するのに適してお
り、
　　前記適合するマウスピースカバーが前記環状の窪みに嵌合するよう構成された管状セ
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クションを含み、使用時に、エアロゾルを前記出口を通して前記マウスピースカバーを通
過してユーザーの口内に送達するよう構成され、
　　前記マウスピースカバーが前記管状セクションに連結されたフィルター部分を備え、
前記フィルター部分が前記管状セクションの穴を覆い、
　　前記エアロゾル発生装置が、さらに、前記環状の窪みに受容されたときに前記適合す
るマウスピースカバーを掴むように、前記第二の壁内の溝に受容される弾力性Ｏリングま
たはコイルばねの形態である締め付け機構と、スライド可能なカラーが前記Ｏリングまた
は前記コイルばねを圧縮しない第一の位置と前記スライド可能なカラーが前記Ｏリングま
たは前記コイルばねを圧縮する第二の位置との間で移動可能である前記スライド可能なカ
ラーとを含み、前記スライド可能なカラーは前記Ｏリングまたは前記コイルばねの周りに
提供される、エアロゾル発生システム用のキット。
【請求項９】
　エアロゾル発生システム用のキットであって、
　　エアロゾル発生装置と、適合する、簡単に圧縮されるが弾力性のあるマウスピースカ
バーとを備え、前記装置が
　　　エアロゾル形成基質を含むか、または受容するように構成されたハウジングと、
前記ハウジング内に形成された出口であって、使用時に前記エアロゾル形成基質から生成
されたエアロゾルが前記出口を通して送達される出口と、を備える装置であり、
　　前記ハウジングが、開放された環状の窪みが第一と第二の壁との間に画定されるよう
に、前記出口を囲む前記第一の壁と前記第一の壁を囲む前記第二の壁とを備え、前記環状
の窪みが前記適合するマウスピースカバーを前記ハウジングに保持するのに適しており、
　　また前記適合するマウスピースカバーが前記環状の窪みに嵌合するよう構成された管
状セクションを備え、使用時に、エアロゾルを前記出口を通して前記マウスピースカバー
を通過してユーザーの口内に送達するよう構成され、
　　前記取り外し可能なマウスピースカバーが、酢酸セルロースで形成され、紙の層で覆
われ、
前記エアロゾル発生装置が、さらに、前記環状の窪みに受容されたときに前記適合するマ
ウスピースカバーを掴むように、前記第二の壁内の溝に受容される弾力性Ｏリングまたは
コイルばねの形態である締め付け機構と、スライド可能なカラーが前記Ｏリングまたは前
記コイルばねを圧縮しない第一の位置と前記スライド可能なカラーが前記Ｏリングまたは
前記コイルばねを圧縮する第二の位置との間で移動可能である前記スライド可能なカラー
とを含み、前記スライド可能なカラーは前記Ｏリングまたは前記コイルばねの周りに提供
される、エアロゾル発生システム用のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエアロゾル発生装置に関連する。特に、本発明は、交換可能なマウスピースカ
バーの装着および取り外しが簡単にできる、電気的に作動する喫煙システムなどのエアロ
ゾル発生装置に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　電気加熱式の喫煙システムは当該技術分野において公知である。国際特許公報第ＷＯ－
Ａ－２００９／１３２７９３号には、電気加熱式の喫煙システムの例が開示されている。
液体が液体貯蔵部分内に貯蔵されており、および毛細管芯は、その中の液体と接するよう
に液体貯蔵部分内に延びる第一の端と、液体貯蔵部分から外に延びる第二の端とを持つ。
発熱体は毛細管芯の第二の端を加熱する。発熱体は、電源と電気的に接続された、らせん
状に巻かれた電気発熱体の形態であり、毛細管芯の第二の端を囲む。使用時に、発熱体は
ユーザーが起動して電源のスイッチをオンにする場合がある。ユーザーがマウスピースを
加えて吸い込むことで、空気が毛細管芯および発熱体を通して電気加熱式の喫煙システム
に引き出され、その後ユーザーの口に入る。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　エアロゾル発生装置で使用される基質は、エアロゾル形成基質の供給が枯渇したときに
、充填または交換が可能なカートリッジ内に提供することができる。カートリッジ内にエ
アロゾル形成基質を供給することには、多くの利点がある。ただし、こうした装置の設計
には改善の余地がある。
【０００４】
　衛生的で、安価で、かつ使用に便利なエアロゾル発生装置およびシステムを提供するこ
とが、本発明の一つの目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様において、エアロゾル発生装置であって、
　エアロゾル形成基質を含むかまたはエアロゾル形成基質を受容するように構成されてい
るハウジングと、
　前記ハウジング内に形成された出口であって、使用時に、エアロゾル形成基質から生成
されたエアロゾルがこれを通して送達される出口と、を備え、
　ハウジングは、開放された環状の窪みを第一の壁と第二の壁との間に画定するように、
出口を囲む第一の壁と、第一の壁を囲む第二の壁とを備え、環状の窪みが適合するマウス
ピースカバーをハウジングに保持するのに適している、エアロゾル発生装置を提供する。
【０００６】
　使用時に、マウスピースカバーは、エアロゾル発生装置によって発生したエアロゾルを
直接吸い込むために、ユーザーの口の中に入れられる。交換可能な適合するマウスピース
カバーを２つの同心の壁の間に保持することは、使用中にマウスピースカバーがハウジン
グから係脱する問題に対する効果的な解決策であることがこれまでに分かっており、一方
でマウスピースカバーの取り付けや取り外しが簡単になる。
【０００７】
　エアロゾル発生装置は、本体およびカートリッジを備える場合があり、カートリッジは
、本体に接続可能であり、カートリッジはエアロゾル形成基質を収容する。第一または第
二の壁はカートリッジの部分であってもよく、本体の部分であってもよい。例えば、第一
および第二の壁はカートリッジの部分であってもよい。別の方法として、第一の壁はカー
トリッジの部分であってもよく、第二の壁は本体の部分であってもよい。別の方法として
、第一および第二の壁は、本体の部分であってもよい。また、第一および第二の壁のうち
一方の一つの部分をカートリッジの部分とし、第一および第二の壁のうち一方の別の部分
を本体の部分とすることも可能である。
【０００８】
　装置は、装置の使用中に窪み内に確実に保持されるように、環状の窪み内に受容され、
マウスピースカバーを握るように動作可能な握り機構を含んでもよい。例えば、弾力性の
あるＯリングまたはコイルばねは、第二の壁内の溝に受容されてもよく、そのＯリングま
たはばねは、窪み内に受容されるマウスピースカバーを握るように構成される。スライド
可能なカラーをＯリングまたはばねの周りに提供する場合があり、スライド可能なカラー
は、カラーが弾力性のあるＯリングまたはばねを圧縮しない第一の位置と、カラーが弾力
性のあるＯリングまたはばねを圧縮する第二の位置との間で移動可能である。
【０００９】
　別の方法としてまたは追加的に、ハウジングは、環状の窪みの閉じた端部内に、窪み内
に受容される、適合するマウスピースカバーを突き刺すか掴むよう構成されたスパイクま
たは爪を含む場合がある。第一の壁の断面形状は、マウスピースカバーの圧縮がより高い
領域を提供するように、第二の壁とは異なる場合がある。別の方法として、または追加的
に、第一または第二の壁は、窪み内に延びて、窪み内に受容されたときにマウスピースカ
バー上に、圧縮がより高い領域を提供するように一つ以上の稜または突出を備える場合が
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ある。
【００１０】
　第一または第二の壁、または第一および第二の壁の両方は、複数の別個のセクションを
形成する場合があり、連続的であってもよく、または不連続的であってもよい。
【００１１】
　「環状」という用語は、円形のリング形状だけでなく、任意の断面の閉ループを意味す
ることが意図される。ただし、第一および第二の壁は、円形の環状の窪みを画定するよう
な円形である場合がある。
【００１２】
　「適合するマウスピースカバー」という用語は本明細書で使用されるとき、柔軟で、破
壊やひびが生じることなく簡単に変形可能なマウスピースカバーを意味する。特に、適合
するマウスピースカバーは、簡単に圧縮できるが、弾力性があることが好ましい。
【００１３】
　ハウジングは適切な任意の材料または材料の組み合わせを含む場合がある。適切な材料
の例としては、金属、合金、プラスチックもしくはそれらの１つ以上の材料を含有する複
合材料、または、例えば、ポリプロピレン、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）お
よびポリエチレンなど、食品または医薬品の用途に適した熱可塑性物質が挙げられる。材
料は軽量であり、脆くないことが好ましい。
【００１４】
　装置のハウジングは細長いことが好ましい。エアロゾル発生システムは携帯型であるこ
とが好ましい。エアロゾル発生装置は、喫煙装置とすることができ、従来型の葉巻たばこ
や紙巻たばこと匹敵するサイズを有する場合がある。喫煙装置の全長は、およそ３０ｍｍ
～およそ１５０ｍｍである場合がある。喫煙装置の外径は、およそ５ｍｍ～およそ３０ｍ
ｍである場合がある。
【００１５】
　別の態様で、エアロゾル発生システム用の消耗品カートリッジであって、
　エアロゾル形成基質を含むハウジングと、
　前記ハウジング内に形成された出口であって、使用時に、エアロゾル形成基質から生成
されたエアロゾルがこれを通して送達される出口と、を備え、
　ハウジングは、開放された環状の窪みを第一の壁と第二の壁との間に画定するように、
出口を囲む第一の壁と、第一の壁を囲む第二の壁とを備え、環状の窪みが適合するマウス
ピースカバーをハウジングに保持するのに適している、エアロゾル発生システム用の消耗
品カートリッジを提供する。
【００１６】
　さらに別の態様で、エアロゾル発生システム用のキットであって、
　エアロゾル発生装置と、適合するマウスピースカバーとを備え、装置は、
　エアロゾル形成基質を含むかまたはエアロゾル形成基質を受容するように構成されてい
るハウジングと、
　前記ハウジング内に形成された出口であって、使用時に、エアロゾル形成基質から生成
されたエアロゾルがこれを通して送達される出口と、を備え、
　ハウジングは、開放された環状の窪みを第一の壁と第二の壁との間に画定するように、
出口を囲む第一の壁と、第一の壁を囲む第二の壁とを備え、環状の窪みは適合するマウス
ピースカバーをハウジングに保持するのに適しており、
　適合するマウスピースカバーが、環状の窪み内に嵌合するように構成され、使用時に、
エアロゾルが出口を通って、マウスピースカバーを通過し、ユーザーの口に入るよう送達
されるように構成された管状セクションを含む、エアロゾル発生システム用のキットを提
供する。
【００１７】
　マウスピースカバーは、管状セクションが環状の窪み内に保持されるように、環状の窪
みに滑りこむように構成される場合がある。環状の窪みは、マウスピースカバーが窪みと
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係合されたときに、マウスピースカバーの管状部分が、第一の壁と第二の壁との間で放射
状に圧縮されるような寸法にされる場合がある。
【００１８】
　マウスピースカバーまたはハウジング、またはマウスピースカバーおよびハウジングの
両方は、環状の窪みへのマウスピースカバーの挿入を助ける形状とされる場合がある。例
えば、第二の壁は、環状の窪みがその開いた端でより大きな断面を持つように口を広げる
場合がある。同様に、マウスピースカバーは、挿入端にテーパーを付けてもよいが、挿入
端は、マウスピースカバーのハウジングとの係合中に、環状の窪みによってまず受容され
るマウスピースカバーの端である。
【００１９】
　マウスピースカバーは、管状部分に連結されたフィルター部分を備える場合があり、そ
のフィルター部分は管状セクションの穴をカバーする。フィルター部分は低い濾過効率を
有する場合がある。フィルター部分は、エアロゾル発生システムのための望ましい引き出
し抵抗を提供するために使用される場合がある。
【００２０】
　マウスピースカバーは、１回のユーザーセッションまたは喫煙の体験用に使用した後で
、廃棄することができる。システムが再び使用されるときには、新しいマウスピースカバ
ーを使用することができる。これにより、マウスピースカバー部分への望ましくない残留
物や病原体の蓄積の危険が低減され、掃除するユーザーの負担が低減される。別の方法と
して、マウスピースカバーは毎回の使用後に掃除してから再使用することができる。
【００２１】
　取り外し可能なマウスピースカバーは、従来型の紙巻たばこのフィルターの見た目や感
触を模倣する場合がある。例えば、取り外し可能なマウスピースカバーを、酢酸セルロー
ス、ゴム、またはプラスチック（ポリエチレンまたはポリプロピレンなど、または両方の
混合物）で形成してもよく、紙の層で覆ってもよい。
【００２２】
　エアロゾル発生装置は喫煙装置であってもよい。装置は複数の喫煙セッション用に十分
なエアロゾル形成基質を含む場合がある。その場合、キットは複数のマウスピースカバー
を備える場合がある。特に、装置は所定数の平均的な喫煙セッションのための十分なエア
ロゾル形成基質を含む場合があり、キットは喫煙セッション毎に異なるマウスピースカバ
ーを使用できるように、所定数のマウスピースカバーを含む場合がある。
【００２３】
　喫煙装置は、本体およびカートリッジを備える場合があり、カートリッジは、本体に接
続可能であり、カートリッジはエアロゾル形成基質を収容する。
【００２４】
　さらに別の態様では、エアロゾル発生システム用のキットであって、
エアロゾル発生システム用の消耗品カートリッジであって、エアロゾル形成基質を収容す
るカートリッジと、
　複数の適合するマウスピースカバーと、を備えるキットを提供する。
エアロゾル発生システムは喫煙システムである場合がある。カートリッジは、所定の複数
の平均的な喫煙セッションのための十分なエアロゾル形成基質を収容する場合があり、キ
ットは毎回の喫煙セッションに異なるマウスピースカバーを使用できるように、所定数の
マウスピースカバーを含む場合がある。
【００２５】
　消耗品カートリッジは、
　エアロゾル形成基質を含むハウジングと、
　前記ハウジング内に形成された出口であって、使用時に、エアロゾル形成基質から生成
されたエアロゾルがこれを通して送達される出口と、を備え、
　ハウジングは、開放された環状の窪みを第一の壁と第二の壁との間に画定するように、
出口を囲む第一の壁と、第一の壁を囲む第二の壁とを備え、環状の窪みが適合するマウス
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ピースカバーをハウジングに保持するのに適している。
【００２６】
　適合するマウスピースカバーは、環状の窪み内に嵌合するように構成され、使用時に、
エアロゾルが出口を通って、マウスピースカバーを通過し、ユーザーの口に入るよう送達
されるように構成された管状セクションを含む。
【００２７】
　本発明のすべての態様について、エアロゾル形成基質は液体エアロゾル形成基質であっ
てもよい。エアロゾル形成基質はニコチンを含む場合がある。エアロゾル形成基質は、担
体または支持体に吸着、被覆、含浸またはその他の方法で装填される場合がある。エアロ
ゾル形成基質は固体の基質であってもよい。
【００２８】
　一部の実施形態において、装置またはカートリッジは、供給源またはエアロゾル形成基
質と連通する毛細管芯を備える。毛細管芯には、液体を予め装填して、エアロゾル形成基
質の供給を形成する場合がある。
【００２９】
　装置またはカートリッジの液体貯蔵部分内の液体と接触するように毛細管芯を配設する
のが好ましい。その場合、使用時に、液体は毛細管芯内での毛細管作用によって、液体貯
蔵部分から少なくとも一つの電気的な発熱体に向かって移動される。一つの実施形態で、
毛細管芯は第一の端と第二の端を持ち、第一の端はその内部で液体と接するための液体貯
蔵部分内に延び、また少なくとも一つの電気発熱体は第二の端内の液体を加熱するように
配設される場合がある。発熱体が活性化されると、毛細管芯の第二の端での液体が発熱体
によって気化され、過飽和蒸気を形成する。過飽和蒸気は気流と混合されて運ばれる。流
れる間に、蒸気は凝縮されてエアロゾルを形成し、エアロゾルは出口およびマウスピース
カバーを通してユーザーの口に向かって運ばれる。発熱体は毛細管芯と組み合わせて、そ
の配設は発熱体に対して広い表面積を提供する場合があるため、素早い反応を提供する。
従って本発明による発熱体の制御は、毛細管芯の配設の構造に依存する場合がある。
【００３０】
　液体基質は、適切な任意の吸収性のプラグまたは本体から製造される場合がある多孔性
担体材料に吸収される場合がある。例えば、適切な任意の吸収性のプラグまたは本体は、
発泡金属またはプラスチック材料、ポリプロピレン、テリレン、ナイロン繊維またはセラ
ミックであってもよい。液体基質は、電気的に加熱されるエアロゾル発生装置を使用する
前に、多孔性担体材料内に保持されてもよく、あるいは別の方法として、液体基質材料は
、使用中またはその直前に多孔性の担体材料内に放出されてもよい。例えば、液体基質は
カプセル内に提供される場合がある。カプセルのシェルは加熱に伴い溶けて、液体基質を
多孔性の担体材料に放出することが好ましい。カプセルは液体と組み合わされて、任意選
択的に固体を含む場合がある。
【００３１】
　エアロゾル形成基質が液体基質である場合、液体は適切な物理的特性を持つ必要がある
。これらには、エアロゾル発生装置内での使用に適したものとするために、例えば、沸点
、蒸気圧、および表面張力の特性が含まれる。少なくとも一つの電気発熱体の制御は、液
体基質の物理的特性に依存する場合がある。液体は、加熱されると液体から放出される揮
発性のたばこ風味複合物を含む、たばこ由来の材料を含む場合がある。別の方法として、
または追加的に、液体は非たばこ材料を含む場合がある。液体は水、溶剤、エタノール、
植物エキスおよび天然または人工のフレーバーを含む場合がある。液体はさらにエアロゾ
ル形成剤を含むことが好ましい。適切なエアロゾル形成剤の例は、グリセリンおよびプロ
ピレングリコールである。液体はエアロゾル形成剤（例えば、グリセリン、プロピレング
リコール）の混合物、少しの水、ニコチンおよび風味を含むことが好ましい。
【００３２】
　液体貯蔵部分を提供することの利点は、高いレベルの衛生状態が維持できることである
。液体と電気発熱体との間に延びる毛細管芯を使用することで、装置の構造を比較的簡単
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にすることができる。液体は、液体が毛細管作用によって毛細管芯を通して運ばれるよう
にする粘性および表面張力を含む物理的特性を持つ。
【００３３】
　毛細管本体は、液体エアロゾル形成基質を気化器に向けて運ぶことのできる適切な任意
の材料または材料の混合物を含む場合がある。毛細管本体は多孔性材料を含むことが好ま
しいが、そうである必要はない。毛細管本体は芯の形態を有する場合がある。毛細管芯は
繊維質または海綿状の構造を有する場合がある。毛細管芯は一束の毛細管を含むことが好
ましい。例えば、毛細管芯は複数の繊維もしくは糸、またはその他の微細チューブを含む
場合がある。繊維または糸は一般的に、エアロゾル発生装置の長軸方向に配列される場合
がある。別の方法として、毛細管芯はロッド形状に形成された海綿体様または発泡体様の
材料を含む場合がある。ロッド形状はエアロゾル発生装置の長軸方向に沿って延びる場合
がある。芯の構造は複数の小さな穴またはチューブを形成し、それを通して液体が毛細管
作用によって電気発熱体に移動できる。毛細管芯は適切な任意の材料または材料の組み合
わせを含みうる。適切な材料の例には、繊維または焼結粉末の形態のセラミックベースま
たはグラファイトベースの材料がある。毛細管芯は密度、粘性、表面張力および蒸気圧と
いった異なる液体物理特性で使用されるように、適切な任意の毛細管および空隙率を有す
る場合がある。芯の毛細管の性質は、液体の性質と相まって、加熱領域内で芯が常に湿っ
ていることを確実にする。
【００３４】
　カートリッジは、電気的に動作するエアロゾル発生要素と、エアロゾル発生要素を装置
内に含まれる電源に接続するための電気的な接点とを含むことが好ましい。電気的に動作
するエアロゾル発生要素は、電気ヒーターであることが好ましい。
【００３５】
　電気ヒーターは、単一の発熱体を備える場合がある。別の方法として、電気ヒーターは
、複数の発熱体、例えば２個、または３個、または４個、または５個、または６個、また
はそれ以上の発熱体を含む場合がある。発熱体（単一または複数）は、最も効果的にエア
ロゾル形成基質を加熱するように適切に配設される場合がある。
【００３６】
　好ましい実施形態で、少なくとも一つの発熱体は電気抵抗性ワイヤーのコイルである。
コイルのピッチは０．５～１．５ｍｍであることが好ましく、およそ１．５ｍｍであるこ
とが最も好ましい。コイルのピッチは、コイルの隣接した巻きの間隔を意味する。コイル
の巻き数は６回未満であることが有利であり、５回未満であることが好ましい。
【００３７】
　少なくとも一つの電気発熱体は、電気抵抗性の材料を含むことが好ましい。適切な電気
抵抗性の材料としては、ドープされたセラミックなどの半導体、電気的に「伝導性」のセ
ラミック（例えば、二ケイ化モリブデンなど）、炭素、黒鉛、金属、合金およびセラミッ
ク材料および金属材料でできた複合材料が挙げられるが、これに限定されない。こうした
複合材料は、ドープされたセラミックまたはドープされていないセラミックを含む場合が
ある。適切なドープされたセラミックの例としては、ドープシリコン炭化物が挙げられる
。適切な金属の例としては、チタン、ジルコニウム、タンタル、および白金族の金属が挙
げられる。適切な合金の例としては、ステンレス鋼、コンスタンタン、ニッケル－、コバ
ルト－、クロミウム－、アルミニウム－チタン－ジルコニウム－、ハフニウム－、ニオビ
ウム－、モリブデン－、タンタル－、タングステン－、スズ－、ガリウム－、マンガン－
および鉄を含有する合金、およびニッケル、鉄、コバルト、ステンレス鋼系の超合金、Ｔ
ｉｍｅｔａｌ（登録商標）、鉄－アルミニウム系合金および鉄－マンガン－アルミニウム
系合金が挙げられる。Ｔｉｍｅｔａｌ（登録商標）は、Ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｍｅｔａｌｓ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（１９９９　Ｂｒｏａｄｗａｙ　Ｓｕｉｔｅ　４３００，　Ｄ
ｅｎｖｅｒ，　Ｃｏｌｏｒａｄｏ）の登録商標である。複合材料では、電気抵抗性の材料
は、必要なエネルギー移動の動態学および外部の物理化学的性質に応じて、随意に絶縁材
へ埋込、封入、または塗布されてもよく、あるいはその逆であってもよい。発熱体は、２
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層の不活性材料の間で絶縁された、金属製でエッチング加工が施された箔を備える場合が
ある。その場合、不活性材料はＫａｐｔｏｎ（登録商標）、全層ポリイミドまたはマイカ
箔を含んでもよい。Ｋａｐｔｏｎ（登録商標）は、Ｅ．Ｉ．　ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎ
ｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ（１００７　Ｍａｒｋｅｔ　Ｓｔｒｅｅｔ、Ｗｉ
ｌｍｉｎｇｔｏｎ、Ｄｅｌａｗａｒｅ　１９８９８、Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　ｏｆ
　Ａｍｅｒｉｃａ）の登録商標である。
【００３８】
　一つの好ましい実施形態では、少なくとも一つの発熱体が電気抵抗性ワイヤーのコイル
であり、前記電気抵抗性のワイヤーの直径は、０．１０～０．１５ｍｍであることが有利
であり、およそ０．１２５ｍｍであることが好ましい。　電気抵抗性ワイヤーは、９０４
または３０１ステンレス鋼で製造されることが好ましい。
【００３９】
　別の方法として、少なくとも一つの電気発熱体は赤外線発熱体、光子供給源、または誘
導発熱体を備える場合がある。
【００４０】
　発熱体は任意の適切な形態をとる場合がある。例えば、発熱体は加熱用ブレードの形態
をとる場合がある。別の方法として、発熱体は、異なる導電性部分または電気抵抗性の金
属チューブを持つケーシングまたは基質の形態をとってもよい。エアロゾル形成基質が、
容器内に提供されている液体である場合、容器は使い捨ての発熱体を組み込んでもよい。
別の方法として、エアロゾル形成基質の中心を貫通する１つ以上の加熱用の針または棒も
適切である場合がある。別の方法として、発熱体は、ディスク型の（端部の）発熱体、ま
たはディスク型の発熱体と加熱用の針または棒を組み合わせたものであってもよい。別の
方法として、発熱体は、エアロゾル形成基質を囲むかまたは部分的に囲むように配設され
た柔軟な材料シートを備えてもよい。その他の代替物としては、加熱用のワイヤーまたは
フィラメント、例えばニッケルクロム（Ｎｉ－Ｃｒ）、プラチナ、タングステンまたは合
金製のワイヤーまたは加熱プレートが挙げられる。任意選択的に、発熱体は固い担体材料
内またはその上に蒸着される場合がある。
【００４１】
　発熱体は伝導によりエアロゾル形成基質を加熱する場合がある。発熱体は基質と、また
は基質が付着している担体と、少なくとも部分的に接触する場合がある。別の方法として
、発熱体からの熱は熱伝導性要素の手段によって基質に伝導する場合がある。
【００４２】
　別の方法として、発熱体は、使用中に電気加熱式のエアロゾル発生装置を通して引き出
される入ってくる周囲空気に熱を伝達する場合があり、これが次に、対流によってエアロ
ゾル形成基質を加熱する。周囲空気はエアロゾル形成基質を通過する前に加熱される場合
がある。別の方法として、エアロゾル形成基質が液体基質である場合、周囲空気はまず基
質を通して引き出され、その後、加熱される場合がある。
【００４３】
　装置は装置の動作を制御するための電気回路を含むことが好ましい。電気回路はマイク
ロコントローラを備える場合がある。マイクロコントローラは発熱体に供給される電力制
御用の比例-積分-微分（ＰＩＤ）調節器を含む場合がある。電気回路はカートリッジ内に
含まれていてもよく、カートリッジの挿入部分内の機能要素であってもよい。
【００４４】
　装置は装置を通過するガスの流量を検出するためのフローセンサーを含む場合がある。
センサーは、ユーザーの吸い込みを示すものなど、気流の検出が可能ないかなるセンサー
であってもよい。センサーは電気機械装置であってもよい。別の方法として、センサーは
機械式装置、光学式装置、光学機械式装置、微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）ベースの
センサー、および音響センサーのうちのいずれかであってもよい。センサーは熱伝導性の
フローセンサー、圧力センサー、風速計とすることができ、気流を検出するだけでなく、
気流の測定もできるべきである。そのため、センサーは空気の流れの程度を表すアナログ
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電気信号またはデジタル情報を送信できるべきである。フローセンサーは装置の本体内ま
たはカートリッジ内に配置される場合がある。
【００４５】
　エアロゾル発生装置は、エアロゾルがそこで過飽和蒸気から形成されるエアロゾル形成
チャンバーを備える場合があり、エアロゾルは次にユーザーの口内に運ばれる。空気吸込
み口およびチャンバーは、エアロゾルを空気出口に運び、ユーザーの口内に入れるように
、空気吸込み口からエアロゾル形成チャンバーを経由して出口への気流の経路を画定する
ように配設されることが好ましい。エアロゾル形成基質を収容するカートリッジを含むシ
ステムで、エアロゾル形成チャンバーはカートリッジ内であることが好ましい。
【００４６】
　さらなる態様では、中央の穴およびフィルター部分の穴を覆うフィルター部分を画定す
る適合する管状部分を備える、電気的に動作する喫煙装置のための取り外し可能なマウス
ピースカバーが提供される。
【００４７】
　管状部分は酢酸セルロースで形成される場合がある。フィルター部分もまた、酢酸セル
ロースから形成される場合がある。管状部分およびフィルター部分は生物分解性材料から
形成される場合がある。マウスピースカバーは、滑らかさや成形しやすさなど、従来型の
紙巻たばこのフィルターの見た目や感触を模倣する場合がある。
【００４８】
　本発明の一つの態様に関連して説明した特徴が、本発明の別の態様に適用されてもよい
ことは明らかである。特に、一つの態様に関連して説明した特徴が、別の態様にも同じく
適用されてもよく、および一つの態様のカートリッジに関連して説明した多くの特徴が、
他の態様の装置本体にも同じく含まれてもよいことは明らかである。
【００４９】
　本発明は、以下の添付図面を参照しながら、例証としてのみであるがさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】図１は、本発明の一実施形態によるエアロゾル発生システムの概略的な断面図で
ある。
【図２】図２は、分解された状態の図１のシステムを示す。
【図３】図３は、マウスピースカバーを取り外した状態の、図１に図示したタイプのシス
テムの斜視図である。
【図４】図４は、マウスピースカバーを挿入した状態での、図３のシステムの斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　図１は、本発明の一実施形態によるエアロゾル発生システムの概略的な断面図である。
　　システムは、本体１００と、カートリッジ２００と、マウスピースカバー３００とを
備える。
【００５２】
　図２は、分解した状態の図１のシステムを示し、３つの構成要素である本体１００、カ
ートリッジ２００、およびマウスピースカバー３００を別々に図示する。
【００５３】
　図１および２に示すシステムは、国際特許公開第ＷＯ２００９／１３２７９３号に記載
のあるタイプのものである。
【００５４】
　システムの本体１００は、電池の形態の電力供給源およびハードウェアの形態の電気回
路を持つ。カートリッジ２００は、液体貯蔵部分２１０内のエアロゾル形成基質と、使用
時にエアロゾル形成基質を気化してエアロゾルを形成するヒーター（図示せず）と、を持
つ。毛細管芯２１５は、液体貯蔵部分２１０内からエアロゾル形成チャンバー２２５内の
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位置に延びる。ヒーターは、毛細管芯と接触する、抵抗性の発熱体（コイルヒーターなど
）の形態である。電気ヒーターへの電力は、本体１００内の電池から供給される。図１に
示すように、組み立てられた状態のとき、電気的な接触がカートリッジ２００と本体１０
０との間でなされる。
【００５５】
　本体１００もしくはカートリッジ２００のいずれかの中か、または本体とカートリッジ
との間に形成される場合がある、空気吸込み口（単一または複数、図示せず）によって、
空気を装置に入れることができ、空気はそこからエアロゾル形成チャンバー２２５を通過
して出口２２０に至る。使用時に、空気は、ユーザーの吸引またはマウスピースカバー３
００の吸入器の作用により、空気吸込み口を通して引き出され空気出口に至る。周囲空気
は、空気吸込み口（単一または複数）に入り、発熱体および毛細管芯を通過し、そこで気
化したエアロゾル形成基質を同伴する。次に、気化したエアロゾル形成基質は冷却され、
出口２２０を通過して出る前にエアロゾルを形成する。
【００５６】
　本体内またはカートリッジ内に提供されている喫煙検出システム（図示せず）は、マウ
スピースカバーで喫煙するユーザーを感知する。次に、電池がエネルギーを発熱体に供給
して、発熱体によって囲まれる芯の端を加熱する。芯のその端にある液体エアロゾル形成
基質が、発熱体によって気化し、過飽和蒸気を形成する。同時に、気化する液体は、毛細
管作用によって芯を通して吸い込まれるさらなる液体によって置き換えられる。生成され
た過飽和蒸気は気流と混合され、気流中で運ばれる。前記の通り、蒸気はエアロゾル形成
チャンバー内で凝縮して吸い込み可能なエアロゾルを形成し、出口２２０を通して運ばれ
、ユーザーの口内に入る。
【００５７】
　この実施形態で、マウスピースカバー３００はカートリッジ２００と係合する。マウス
ピースカバー３００は、酢酸セルロースで形成され、外部の紙の層で覆われる。マウスピ
ースカバーは、管状部分３１０とフィルター部分３２０とを備える。マウスピースカバー
の管状部分はカートリッジの第一の壁２３０の上であるが、カートリッジの第二の壁２３
５の内側をスライドする。図１に示す通り、カートリッジの第一および第二の壁は環状の
窪み２４０を画定するが、そこでマウスピースカバーの管状部分の一部分が保持される。
【００５８】
　この実施形態では、図３および図４でさらに明瞭に分かる通り、マウスピースカバー、
カートリッジおよび本体はすべて、円形断面である。図３は、図１および図２に示すタイ
プの装置を図示したものであり、マウスピースカバー３００が本体１００およびカートリ
ッジ２００から分離されている。図４は、カートリッジ２００内の窪み２４０によって係
合されるマウスピースカバー３００を備えたシステムを示す。図４の構成のシステムは、
すぐに使用できる状態である。
【００５９】
　マウスピースカバーが、使用中に窪み２４０内に確実に保持されるようにするために、
窪み２４０は、マウスピースカバー３００の管状部分３１０を圧縮する寸法にされる。マ
ウスピースカバーの管状部分は、簡単に圧縮されるが弾力性のある材料で形成される。窪
み２４０の開いた端は、マウスピースカバー３００を窪み２４０内に簡単に挿入できるよ
うにするために、口を広げる場合がある。マウスピースカバー３００の挿入端は、マウス
ピースカバーを窪みに簡単に挿入するのを確実にするために、テーパーを付ける場合もあ
る。マウスピースカバーの挿入を簡単にするために第一の壁２３０にもテーパーを付けて
もよいが、窪みに完全に挿入されたときにマウスピースフィルターの圧縮が増大する。
【００６０】
　複数のマウスピースカバー３００を、単一のパッケージ内に、おそらくは一つのカート
リッジ２００に提供する場合がある。マウスピースカバーは、そのパッケージが開かれた
ときに、管状部分３１０の開いた端がパッケージからに外向きに面するように包装される
場合がある。次にユーザーは、選択したマウスピースカバーに装置（すなわち、本体に組
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み立てられたカートリッジ２００）を導入する必要があるだけとなり、それによってマウ
スピースカバーが窪みに挿入されるので、マウスピースカバーをパッケージから取り外し
て、手動で挿入しなくてもよい。１回の喫煙セッションの後、使用したマウスピースカバ
ーは、窪みから引き出して、廃棄するか掃除をすることができる。
【００６１】
　マウスピースカバーは、希望に応じてほとんどエアロゾルの濾過を提供しない場合があ
る。別の方法として、フィルター部分３２０は、厚くしたり、異なる形状にしたりして、
希望に応じてかなりのエアロゾルの濾過をさせることもできる。
【００６２】
　この実施形態の第一および第二の壁は、ポリプロピレンから形成され、射出成形される
。ただし、適切な任意の材料および製造過程が使用されてもよい。マウスピースカバー３
００を窪み２４０内に保持するのを促進するために、追加的な要素を提供する場合がある
。例えば、それぞれがマウスピースカバーを掴む役目をする、成形された複数のスパイク
またはかかりを窪み内に提供する場合がある。別の方法として、一つ以上の稜または突出
を第一または第二の壁上に提供する場合がある。稜または突出は、適合する材料から形成
される場合がある。
【００６３】
　窪みへの挿入に続き、マウスピースカバーの掴みを手動で有効化できるように、締め付
け機構が提供される場合がある。例えば、弾力性のあるＯリングまたはコイルばねは、第
二の壁内の溝に受容されてもよく、そのＯリングまたはばねは、窪み内に受容されるマウ
スピースカバーを握るように構成される。スライド可能なカラーをＯリングまたはばねの
周りに提供する場合があり、スライド可能なカラーは、カラーが弾力性のあるＯリングま
たはばねを圧縮しない第一の位置と、カラーが弾力性のあるＯリングまたはばねを圧縮す
る第二の位置との間で移動可能である。
【００６４】
　本発明による、マウスピースカバーおよびエアロゾル発生装置は、特に電気的に作動す
る喫煙システムについて、いくつかの利点を持つ。新しいマウスピースは、毎回の喫煙セ
ッションに使用される場合がある。これにより、衛生状態が改善され、喫煙システムをユ
ーザー間でより簡単に共有できるようになる。マウスピースカバーは、多くのユーザーに
好まれる従来型の紙巻たばこと同じ寸法、見かけ、および感触を持つように作製される場
合がある。マウスピースカバーは、既に安価でかつ大量に製造されている従来型の紙巻た
ばこフィルターと同じ材料、過程および技術を使用して製造することができる。従来型の
フィルターと同じ材料の使用は、従来型の紙巻たばこ市場に対して、これらのフィルター
が徹底的にテストされており、マウスピースカバーとしての使用に適していることが公知
であることの利点も有する。
【００６５】
　図１～図４を参照して説明した実施形態に、数多くの変形が可能であることは明らかで
ある。例えば、第一および第二の壁の相対的長さは、異なるものとしてもよく、またマウ
スピースカバーの長さは、ユーザーの好みまたは審美性に適するように変更されてもよい
。
【００６６】
　さらに、マウスピースカバーおよび環状の窪み内へのその保持は、エアロゾル発生シス
テム上の異なる構造で使用されてもよい。例えば、エアロゾル発生装置は、カートリッジ
が完全にメインハウジング内に保持されるように構成されてもよい。その場合、第二の壁
は、そしておそらくは第一の壁も、メインハウジングの一部となることになる。別の方法
として、カートリッジは第一の壁を含んでもよく、およびメインハウジングは第二の壁を
含む。カートリッジは、第一の壁の一部分もしくは第二の壁の一部分のみ、または第一お
よび第二の壁の両方の一部分さえも備えてもよい。
【００６７】
　エアロゾル発生装置は、別個のカートリッジおよびメインハウジングを含まなくてもよ
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い。わりに、メインハウジングはエアロゾル形成基質を含んでもよい。その場合、装置は
基質の再充填が可能なものであってよく、または基質が消費されたときに廃棄されてもよ
い。
【００６８】
　上述の例示的な実施形態は例証するが限定はしない。上記で考察した例示的な実施形態
に照らすことにより、上記の例示的な実施形態と一貫したその他の実施形態は、今や当業
者には明らかとなろう。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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